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夏、大木のそばに立つと心地よい涼気を感じる
のは、木陰のせいだけではありません。根から
吸い上げた水を気化して葉から放出する「蒸
散」が活発になり、周囲から気化熱を奪って冷
却してくれるからです。真夏でも途切れずにこの
冷却が行われるためには、樹木が深くまで根を
張り、土中に大小無数のすき間が保たれて大量
の水が蓄えられて、それが滞りなく吸い上げら
れる環境が必要です。樹高10m超の健康な高木
が夏の1日に蒸散する水の量は、190リットル
（ドラム缶1本分）にも及ぶといいます。



